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2022

●『教師の心のスイッチ』（菅野純、ほんの森出版）
という本の中に、「子どもの問題の背後にある
『そうせざるを得ない何か』を知れば知るほど、
子どもへの認識がより受容的な方向に変わって
いく─これが教師という職業に就いた人の大
きな特徴だと思います」という一節があります。
特集１を読みながら、この一節を思い出しまし
た。怒っている子にかかわる際も、「そうせざる
を得ない何か」に意識が行くことがポイントな
のではないでしょうか。
●ときどき「入試は団体戦」という言葉を聞き
ます。自分が受験生だったときはピンとこない
言葉でしたが、特集２を読んでいると、先生た
ちがそのような気持ちでいろいろ工夫してくれ
ていたのだと思い当たりました。プレッシャー
がかかりすぎた子に対しては、個人へのかかわ
りに加え、学級内の雰囲気づくりが有効なよう
です。 

2022年　令和４年　11月号

定価 820円（本体 745円）
2022年11月１日発行

「めんどくさい」「そんなの絶対ムリ！」
「どうせできっこないし…」「オレってバカ
だから」などの声を聞くことがあります。
そのような「すぐあきらめる子」にどう
かかわっていったらよいかを考えます。

教師の多忙化が、なかなか解消されませ
ん。政策上の対策が必要なのはもちろん
ですが、今回の特集では、燃え尽きたり
健康を損ねたりしないための個人的な工
夫を紹介していきます。


